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２０１７年９月議会　一般質問（９月１３日午後）
【冒頭の発言より】

北朝鮮は孤立化し、焦りを感じて、ミサイル発射や核実験を行っています。
決して、許される事ではありません。日本や韓国、中国などの関係する北東アジアの国々が協力して北朝鮮と話し合うべきです。
日本共産党は、米朝両国に自制を求め、危機打開のため無条件で対話をするよう呼びかけています。北朝鮮への制裁強化や圧力一本やりでは反発が生れるだけではないでしょうか。
これからの桑名を考えて、質問して行きます。
桑名市の今年度の多くのお金を懸ける事業は、「新病院建設」と「駅周辺整備」（駅西区画整理、桑名駅舎、自由通路、駅東の整備）の２つです。
「新病院建設」（地方独立行政法人桑名市総合医療センター）は、二百数十億円をかけて来年４月開院を目指しています。本当に市民のための病院になるのかは、紹介状が無いと高い初診料を払わなければならないとか、病院の名前から市民の名が消えているところからも推測できます。旧桑名市民病院（桑名西医療センター）の跡地は民間に譲渡されます。近隣住民の皆さんの願い通りに福祉関係の施設になるのか。民間任せでは、利益優先になり、土地を分譲して儲けて終わりかもしれません。
「駅周辺整備」の駅西区画整理事業も、二百八十億円以上かける事業ですが、いまだに見通しは立っていません。費用もこれだけで収まるのか分かりません。ある専門家は、現在の状況から見て、これから数十年はかかるだろうと言っています。桑名駅（南進）と東西自由通路には百億円程のお金をかけ、４年後に完成予定ですが、桑名の、三重県の北の玄関口として相応しいものになるのでしょうか。私は市民の憩いの場となる大空間の創造を求めています。
今、市民の皆さんと共に考えなければならない重要な問題は、これからの子どもたちの為という(？)｢小中一貫教育」校の実施問題と高齢化が進む中での桑名市が地域創造プロジェクト(？)と呼んでいる｢まちのあり方｣(地区センター・公民館を廃止してコミュニティセンター化し、まちづくり協議会を新設する)の問題です。
地域創造プロジェクト（案）については、今議会に関連して３議案上程されており、常任委員会で充分論議したいと思います。　　　　【質問内容】は裏面に
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください。
日刊紙　月３,４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議員団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは　２２－３０２８　（星野自宅）
｢安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション｣結成
安倍首相による９条改憲を阻止するため、広範で多様な人々を結集しようと「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション」が結成。３０００万人を目標にした９条改憲に反対する一大署名運動を提起しました。「憲法改正の発議そのものをさせない世論をつくっていく」と強調しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ発起人は、著名な１９氏（下記）です。呼びかけに応えた個人・団体が参加して実行委員会が８月３１日に結成されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ発起人の佐高信さんの発言。「改憲へと踏み切る動きが出てきたもとで、私たちも反対の動きをスタートさせ、幅広く戦線をひらいていきたい。安倍政権が狙うのは『壊憲』です」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ会見に参加した「九条の会」事務局の渡辺治さん（一橋大学名誉教授）は、「憲法改悪に反対することは、会の趣旨そのものです。先頭に立って活動する決意です」と語りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ９月８日には東京都中野区でキック・オフ（発足）集会が開催されました。　　　　　　　ｐ発起人・呼びかけ人らがスピーチ。「広範な人たちと共同して“地殻変動”を起こし、安倍政権を倒して憲法９条改悪をやめさせよう」「３０００万人を目標に集める憲法９条改悪に反対する全国統一署名をはじめ、今日から全国各地で運動を広げていこう」と呼びかけられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ「国民の大合唱が形成されれば怖いものはない」（浜氏）。鎌田慧さんは､｢９条を変えるということは、戦後の歴史を捨てることだ｣。暉峻淑子さんは、「一人ひとりが多様なやり方で民主主義を守っていくことが大切だと思います」。　　　　　　　　ｐ「総がかり行動実行委員会」の高田健さんは、全国市民アクションについて「可能な限り最も広範な人びとが連帯し、憲法改悪阻止の一点で結束してたたかうものです」と強調し「全国各地で、一人ひとりの市民が行動し、改憲の企てを阻みましょう」と訴えました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ安倍９条改憲ＮО！全国市民アクションの発起人１９氏（敬称略）　有馬頼底（臨済宗相国寺派管長）、内田樹（神戸女学院大学名誉教授）、梅原猛（哲学者）、落合恵子（作家）、鎌田慧（ルポライター）、鎌田實（諏訪中央病院名誉院長）、香山リカ（精神科医）、佐高信（ジャーナリスト）、澤地久枝（作家）、杉原泰雄（一橋大学名誉教授）、瀬戸内寂聴（作家）、田中優子（法政大学教授）、田原総一朗（ジャーナリスト）、暉峻淑子（埼玉大学名誉教授）、なかにし礼（作家・作詞家）、浜矩子（同志社大学教授）、樋口陽一（東北大学・東京大学名誉教授）、益川敏英（京都大学名誉教授）、森村誠一（作家）
小中一貫教育は子のためならず　三重・桑名 講演会
三重県桑名市で９月２日、日本共産党市議団が小森久衛元四日市大学教授を講師に迎え、「小中一貫教育を考える」教育講演会を開催。他会派の地方議員や市の職員を含めて約４０人が参加しました。
　小森氏は、市の桑名市型小中一貫教育（仮）構想に触れ、政府の「平成の学制大改革」、教育予算の削減の動きの中で行われているとして「必要がない」「住民要求がない」「提案も問題がある」と批判。「学校づくり」は、そのものの取り組みと合わせて桑名市の地域づくり、まちづくりの運動と協同・連携して取り組む必要性を強調しました。
　桑名市では今年４月、「全市的な施設一体小中一貫校の整備」の答申が出され、先行して多度地区の「基本構想」策定の経費が昨年１２月議会に計上されました。桑名市議団の星野公平市議は「市が小中一貫教育を市民に説明せずに進めている。このままでは地域を破壊する」と語りました。
　参加した女性（６３）は「小中一貫教育が子どものためでないことがよくわかった。（大規模ではなく）小規模で教育を進めてほしい」と感想を述べました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「しんぶん赤旗」２０１７年９月９日付けより）
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講演会の様子　　　　　　　　　　　　　　完成間近の新病院、中味は大丈夫？
表面より【星野公平の一般質問の内容】
１、教育問題に関して
（1） 小中一貫校は、決定事項なのか

1 小中一貫校について説明責任を果たしたか

2 必要性は何処にあるのか

3 何故、複合施設なのか

4 お金はあるのか

（2） 多度地区でのモデル校推進について

1 何故、多度地区だけで説明会を実施するのか

2 名張市では止めるようだが中止もあるのか

3 「何が欲しい」と聞く意味は

（3） 小学校の普通教室にエアコンを最優先課題に
｢小中一貫校とは何か」、「あり方検討委員会の答申」についてしっかり質問します。
２、社会保障に関して
（1） 「子どもの貧困」解決と連鎖の切断について

1 市の生活保護と自立支援事業の状況から、貧困は見えているのか

2 「子どもの貧困」解決に「子ども医療費窓口無料化」の果たす役割は大きいが、市の見解は
８月末に「生活保護問題議員研修会」に参加してきました。その中で長野県（窓口無料化が行われていない数少ない県の１つ）の小児科医の「医療現場から見える子どもの貧困」と言う講演がありました。医療分野での子供の貧困対策として最優先課題は「子どもの医療費窓口無料化」だと訴えられました。（無料化が導入されたが５００円の受益者負担があり全面解決には至っておりません。）「窓口無料化」は貧困解決の第１歩に過ぎないという事です。よく窓口無料化にするとコンビニ受診が増え、医療費が増えると言われますが、群馬県では、２００９年１０月から実施し、診療時間以外の受診件数は７．３％減っているそうです。症状が悪化して、夜まで待たなくても日中に診察に行けるのです。
県内各市町では、県の決定を待てずに、独自の取り組みが始まっています。桑名市の「子ども医療費窓口無料化」の取組の状況と、市の見解を伺います。
３、都市計画に関して
（1） 駅東地区における特別用途地区に関する条例制定について

1 「人口ビジョン」との整合性について

（2） 駅西地区の無秩序な開発と無料駐輪場の廃止について

1 まちづくり委員会はどうなったのか　　② お金のある人優先なのか

3 無料駐輪場は、何故継続できないのか
当初の閑静な住宅地としての駅西地区は望めない状況です。あの「まちづくり委員会」は何処へ行ったのでしょうか。夜遅くまでやった会議、費用は、模型のモデルは今もあるのでしょうか。
１０階建てのマンションが建つと言います。駅西地区の出来上がりをみていると、お金のある人優先（特に企業）に思えてきます。
無料駐輪場が９月１４日に閉鎖されると言います。
こんな無法を行政が自らやっていいのですか。何故１０００人もの市民が利用している「無料駐輪場」継続できないのですか。多度の様に「何が欲しいですか」と聞いてみたらどうですか。
４、働き方改革に関して

（1） 国と桑名市の働き方改革について

1 市は何をやろうとしているのか　　② 進行状況は
長時間労働による若者の過労死・過労自殺が相次ぐ中で、時間外労働（残業）の規制は国民共通の願いであります。しかし、国の（安倍政権の）「働き方改革」は、「罰則付きで時間外労働の上限を設け、長時間労働を是正する」と言うものの、実際は、「抜け穴」や「特例」で、労働者を過労死するまで働かせようとするものです。桑名市は「働き方改革」で何をやろうとしているのか、進行状況について次の点（実施したアンケート、市民サービスの向上、市内の事業所との関連など）を考慮して答弁願います。[image: image3.png]



日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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Ｎｏ．２９１　　　２０１７年　　　９　月　１４　日


発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５











































































































